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★
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
及

び
監
査
の
実
施

　

理
事
会
は
法
人
の
経
営
方
針
を

決
定
し
、
評
議
員
会
は
理
事
と
は

異
な
る
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る

機
関
。

★
広
報
委
員
会
の
開
催

　
「
か
さ
ま
社
協
だ
よ
り
」
の
発

行
に
向
け
て
開
催
。

★
第
３
次
笠
間
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
に
係
る
委
員
会
の
開
催

　

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で

の
５
カ
年
計
画
で
策
定
す
る
た
め

に
開
催
。

★
支
部・地
区
社
協
活
動
推
進
事
業

　

小
学
校
区
、
行
政
区
、
公
民
館

を
単
位
と
し
て
支
部
・
地
区
社
協

（
28
カ
所
）
を
設
置
。「
向
こ
う

三
軒
両
隣
り
」
の
助
け
合
い
体
制

づ
く
り
を
推
進

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
あ
わ

せ
た
福
祉
の
向

上
を
目
指
す
。

★
低
所
得
者
福
祉
事
業

①
小
口
資
金
貸
付
事
業

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
緊
急

的
に
必
要
と
す
る
生
活
費
を
貸
付
。

②
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
資
金
を
貸
付
（
県
社
協
に
て
審

査
）。

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨

城
及
び
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア

友
部
店
の
協
力
を
得
て
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
へ
食
料
品
な
ど
を

配
布
。
ま
た

「
き
ず
な
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
を
市

内
７
カ
所
に

設
置
。

★
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

　

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や
問
題

解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
専
門
性
が
高
い
場
合
に
は
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す

る
相
談
、
支
援
、

登
録
、
情
報
収

集
及
び
提
供
な

ど
。

★
共
同
募
金
配
分
事
業

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
は
じ
め
、

支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
へ
の
支
援
。

★
善
意
銀
行
の
運
営

　

皆
さ
ま
か
ら
善
意
の
金
品
を

お
預
か
り
し
、
地
域

福
祉
活
動
や
福
祉
団

体
へ
助
成
す
る
な
ど
、

福
祉
の
充
実
に
向
け

て
活
用
。

★
福
祉
バ
ス

　

福
祉
関
係
団
体
な
ど
が
研
修
に

活
用
す
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
運
営
を
推
進
。

★
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
地
域
住
民
、
医

療
、
保

健
、
福

祉
の
関

係
者
で

チ
ー
ム

を
つ
く

り
日
常

生
活
を

支
援
。

★
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
を
対
象

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続

き
や
金
銭
管
理
な
ど
を
支
援
。

★
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　

経
済
的
に

困
窮
し
て
い

る
方
が
抱
え

る
様
々
な
問

題
に
対
応
し
、

自
立
し
た
生

活
を
営
め
る

よ
う
に
支
援
。

★
親
子
通
園
事
業

　

発
達
に
不
安
を
持
つ
就
学
前
の

幼
児
・
保
護
者
を
対
象
に
遊
び
や

交
流
を
通
し
て
発
達
を
促
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
市
直
営

の「
こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
実
施
。

★
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
支
援
・

移
送
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
）
を
提
供
す

る
住
民
の
参
加

と
協
力
に
よ
る

会
員
制
の
有
償

サ
ー
ビ
ス
。

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（８６さん）ありがとう　言葉にすれば　皆ハッピー

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告

法
人
運
営
事
業

地
域
福
祉
事
業

受
託
事
業
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★
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
を
対

象
に
、
身
体
の
清
潔
保
持
、
心
身

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

自
宅
に
浴
槽
を
搬
入
し
て
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
移
動
支
援
事
業

　

障
が
い
者
な
ど
を
対
象
に
、
社

会
参
加
の
た
め
外
出
時
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
安
全
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
支
援
。

★
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

日
常
会
話
で
必
要
な
手
話
表
現

技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障
が
い
者

な
ど
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

★
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
経
営

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
と
も
べ

（
Ａ
館
・
Ｂ
館
）」・「
い
わ
ま
」

の
経
営
。

★
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

「
い
き
い
き
通
所
事
業
」

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
専
門

性
及
び
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　

身
体
介
護
を
含
ま
な
い
生
活
支

援
を
行
い
、
安
心
し
て
日
常
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
。

★
居
宅
介
護
支
援
事
業

★
訪
問
介
護
事
業

★
訪
問
入
浴
介
護
事
業

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
自
立
支
援
居
宅
介
護
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
、
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
身
体
介
護
・
家
事
支

援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

　

心
身
障
が
い
者
が
通
所
に
よ
り
、

社
会
訓
練
や
作

業
訓
練
を
行
う

福
祉
的
就
労
の

場
を
提
供
。

会費収入
19,991,900円
会費収入
19,991,900円

寄附金収入
1,483,057円
寄附金収入
1,483,057円

経常経費
補助金収入
96,444,915円

経常経費
補助金収入
96,444,915円

収入
458,010,916円

人件費
336,387,769円

人件費
336,387,769円

事業費支出
59,798,409円
事業費支出
59,798,409円 支出

455,520,209円
支出

455,520,209円

受託金収入
131,750,074円　
受託金収入

131,750,074円　

貸付事業収入
705,120円
貸付事業収入
705,120円

負担金収入
5,144,929円
負担金収入
5,144,929円

介護保険事業　
収入

　146,658,892円

介護保険事業　
収入

　146,658,892円

就労支援事業
収入
1,307,799円

就労支援事業
収入
1,307,799円

障害福祉
サービス等
事業収入

46,986,750円

障害福祉
サービス等
事業収入

46,986,750円

受取利息配当金収入
19,590円
受取利息配当金収入
19,590円

その他の収入
2,238,369円
その他の収入
2,238,369円

助成金支出
17,189,145円
助成金支出
17,189,145円

事業収入
5,279,521円
事業収入
5,279,521円

事務費支出
27,041,136円
事務費支出
27,041,136円

貸付事業支出
497,620円
貸付事業支出
497,620円

積立資産支出
100,000円
積立資産支出
100,000円

基金積立資産支出
950円
基金積立資産支出
950円固定資産取得支出

408,780円
固定資産取得支出
408,780円

その他の
活動による支出
14,096,400円

その他の
活動による支出
14,096,400円

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（クサヌキ　ダイスケさん）手を借りて　お互いさまと　肩を貸す

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告令和元年度

指
定
管
理
業
務
事
業

介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
保
険
事
業

就
労
継
続
支
援
事
業

資  金  収  支  決  算
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①申請する
　申請の窓口は市の高齢福祉課又は各支所福祉
課です。申請は、本人のほか家族でもできます。

②要介護認定
　申請すると、訪問調査のあとに公平な審査・判定が行われ、介
護や支援が必要な度合い（要介護度）が決まります。
　⃝訪問調査
　市の調査員などが自宅などを訪問し、心身の状態や日中の生活、
家族・居住環境などについて聞き取り調査を行います。

③結果の通知
　結果の通知は申請から原則30日以内に届きます。
　「要介護」と認定された方は「介護サービス」を、「要支援」と
認定された方は「介護予防サービス」、「介護予防・生活支援サー
ビス事業」を利用できます。

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
「
社
協
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
（
そ
の
４
）
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
と
社

協
が
実
施
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
は

　

介
護
保
険
や
保
健
、
医
療
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
、
介
護
に
関
す
る
知
識
を

持
っ
た
専
門
職
で
す
。

※詳しくは、お問い合わせください。

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（村長さん）「３密」は　おらが地域じゃ　命綱

『
社
協
』を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

その❹

介護サービス利用のしかた

認
　
定

要
介
護
度

利用できるサービス

介
護
が
必
要
な
度
合
い

高

低

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１

要支援２
要支援１

介護サービス
を利用できます。

介護予防サービス
を利用できます。

介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が

介
護
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

最近忘れっぽく
なっちゃって…

一人でお風呂に
入るのが危なくて…

ベッドなど
福祉用具を

借りたいなあ…

お気軽に
ご相談ください

ケアマネジャー

体
力
、筋
力
が
落
ち
て
…

リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い

け
ど
…
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ご
自
宅
に
伺
い
、「
そ
の
人
ら
し
く
」

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
立
支
援

に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
身
体
介
護
】

　
身
体
に
直
接
触
れ
て
行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
生
活
援
助
】

　

ご
本
人
や
家
族
が
病
気
な
ど
の
た
め
、
家
事
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
場
合
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

要
介
護
１
～
５
、
要
支
援
１
・
２
ま
た
は
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
該
当
」
と
認
定
さ
れ
た
方
。

　

自
宅
の
浴
槽
で
入
浴
が
難
し
い
方
に
対
し
て
、
浴
槽
を
積

ん
だ
入
浴
車
が
利
用
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
看
護
職
員
や
介

護
職
員
が
入
浴
の
介
護
を
行
い
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

　

特
殊
浴
槽
を
ベ
ッ
ド
脇
に
設
置
し
、
部
屋
の
中
で
入
浴
で

き
ま
す
。

※
看
護
職
員
が
入
浴
前
後
に
血
圧
・
体
温
・
脈
拍
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

要
介
護
１
～
５
、
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
。

いつも笑顔の
ヘルパーさんが
心の支えです

〒
３
０
９
－
１
６
１
１

　
笠
間
市
笠
間
４
３
６
４
番
地
２

電
話
番
号
：
０
２
９
６
－
７
３
－
５
６
５
０

　

こ
れ
か
ら
も
介
護
保

険
事
業
を
中
心
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
で
き
る

限
り
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

笠間
郵便局●
笠間
高校●

セイブ●

●

●市役所
笠間支所

カワチ●

笠間駅

介護保険
事 業 所

笠間
郵便局●
笠間
高校●

セイブ●

●

●市役所
笠間支所

カワチ●

笠間駅

介護保険
事 業 所

入浴車

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（巣ごもり婆さんさん）手作りの　マスクで一人　ファッションショー

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）が
、入
浴・食
事
な
ど
の

介
護
や
調
理・掃
除
な
ど
の
家
事
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

訪
問
介
護
事
業
所

自
宅
の
浴
槽
で
の
入
浴
が

困
難
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

こんなときにご利用を
◦一人暮らしで身の回りのことが
できず困っている…

◦私自身（家族）も持病があって、
十分な介護ができない…

介
護
保
険
事
業
所
の
ご
案
内

寝たままで
入浴できる浴槽を使い、
居室での入浴を
お手伝いします！
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
、
外
出
時
に
は
マ

ス
ク
着
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
国
か
ら
各
家

庭
に
布
マ
ス
ク
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

各
家
庭
に
お
い
て
は
市
販

の
マ
ス
ク
の
充
足
率
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
笠
間
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和

２
年
６
月
11
日
か
ら
７
月

末
日
ま
で
市
内
13
の
施
設

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
広

く
市
民
の
皆
様
に
未
使
用

マ
ス
ク
を
寄
付
し
て
も
ら

う
た
め
、マ
ス
ク
寄
付
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
２
５
２

２
枚
の
寄
付
が
あ
り
、
市

内
の
小
中
学
校
17
カ
所
に

寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
中
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
世
間
で
は
マ

ス
ク
不
足
が
騒
が
れ
始
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
中
か
ら
マ
ス
ク
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
人
達
に
届
け
よ

う
と
の
声
が
上
が
り
、
有
志
50
人

余
が
、
さ
ら
し
の
生
地
を
使
い
マ

ス
ク
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
代
表
３
人
が
笠
間
市
の
山
口
市

長
を
訪
問
し
、
手
作
り
マ
ス
ク

３
０
０
枚
（
後
か
ら
４
５
０
枚
追

加
、
合
計
７
５
０
枚
）
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
マ
ス
ク
は
笠
間

市
よ
り
、
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚

園
の
職
員
の
人
達
に
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

材
料
の
さ
ら
し
や
ゴ
ム
ひ
も
な

ど
入
手
困
難
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

短
期
間
で
沢
山
の
マ
ス
ク
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
様
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
社
会
全
体
、

生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
る

状
況
に
な
ら
な
い
様
、
願
う
ば
か

り
で
す
。
今
後
、
様
々
な
状
況
に

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
さ

れ
る
人
達
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ど
の
様
な
形
で
関
わ
り
、
役
に

立
つ
事
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年

　
　
７
月
10
日
（
金
）

　

笠
間
青
年
会
議
所
と

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
、「
災
害
時
に
お

け
る
支
援
活
動
に
関
す

る
協
定
」
の
締
結
を
行

い
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
お
互
い
の

役
割
分
担
と
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
活
用
し

た
支
援
活
動
を
実
施
す
る
内
容
と

し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
後
の
会
談
で
は
、「
お

互
い
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
、
今
後
よ
り
い
っ

そ
う
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（よっちゃんさん）街づくり　いざ出てみれば　学級会

県
内
で
い
ち
早
く

手
作
り
マ
ス
ク
を
届
け
る

さらしの裁断

地域交流センターいわま

マ
ス
ク
寄
付
ボ
ッ
ク
ス
市
内
13
カ
所
に
設
置

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

笠間青年会議所と
災害時における協定

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　
会
長　
強こ
わ

口ぐ
ち

玄も
と

子こ

心をこめて

たくさんのマスクが集まりました
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
２
月
の
後
半
か

ら
手
作
り
弁
当
の
配
食
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
６
月
８
日
よ
り

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
が
再

開
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
と

り
な
が
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

友
部
本
所
の
「
あ
か
ざ
会
」
は
、

会
食
が
配
食
と
な
り
６
月
16
日
に

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
み
ち
く
さ
」
は
７
月
４
日
か
ら
、

「
な
の
は
な
」
は
７
月
14
日
か
ら
。

　

笠
間
支
所
の
「
さ
く
ら
」
は
６

月
26
日
か
ら
笠
間
公
民
館
で
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

岩
間
支
所
は
、
い
き
い
き
通
所

事
業
の
お
弁
当
が
７
月
１
日
か
ら
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
７
月
６
日
か
ら
。 　

こ
の
度
、
茨
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
、
㈱
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
「
缶

詰
」・「
カ
ッ
プ
ス
ー
プ
」。
日
本

た
ば
こ
産
業
㈱
東
関
東
支
社
よ
り
、

「
パ
ッ
ク
ご
は
ん
」
を
そ
れ
ぞ
れ

多
数
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
休
業
や
失
業
さ

れ
て
お
困
り
の
方
な
ど
に
対
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

様
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

●まずは自宅で体温を測定しましょう
　目安として…37.5℃以上の発熱
　　　　　　　風邪のような症状
　　　　　　　身体のだるさ　　など
※当てはまるものがあった場合は、無理

せず療養しましょう。

◆手洗いをしましょう
◆手指の消毒を行いましょう
◆マスクを着用しましょう
◆窓を開けるなど換気を心がけましょう

◆人との間隔をあけて活動しましょう
　（最低でも１メートル）
◆なるべく短時間で活動をしましょう

❶換気の悪い

密閉空間
❷多数が集まる

密集場所
❸間近で会話や
発声をする

密接場面

◆調理室の各テーブル
　１人から２人
◆手洗い・手指の消毒
◆調理室では
　新しいマスクを使用

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

（青空ば～ばさん）おたがいの　笑顔がつなぐ　地域の輪

入口に設置

まず健康チェック表に記入
配達する時は車内の消毒
（ハンドル、座席、シート）

地域福祉活動を行う皆さま

密NO!!３

新型コロナウイルスの影響により、これまで以上に、感染予防対策が必要となります。
楽しく安全に活動をするためにご理解とご協力を！

このように工夫しています。

お金は直接触れず
これを使って

４カ月
ぶり

待
ち
に
待
っ
た

手
作
り
弁
当

食事（弁当）づくり、配達に関わる皆さま

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
支
援

活動がスタート
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　笠間市社会福祉協議会宍戸支部（支部長　
雨谷高市、女性部長　小菅栄子）は、地元の
笠間市立宍戸小学校（校長　小松﨑智史）に
児童及び教職員全員分の手づくりマスクを贈
呈しました。
　マスクは、同社協女性部に所属する手づく
り会の会員が４月10日以降交代で（３密をつ
くらないよう）宍戸支部会館において一枚一
枚縫い上げたものです。

宍戸小に手づくりマスクを贈呈

●エコキャップ、使用済み切手など　正和通信（株）、泰栄電器（株）、大沢中３区、岡野けい子、県立
中央病院（施設課・消毒室・リネン室）、クライナー・ザール、高齢者クラブ旭台睦会、県立友部東特
別支援学校、青葉町長寿会、常陽銀行友部支店、ナブコシステム（株）茨城支店、ともべ幼稚園、み
か保育園、飯田自動車（有）、大沢保育園、不二製油（株）関東工場、かさまグリーンハウス、倉持啓
輔、友部小学校児童クラブ、訪問介護事業所ゆう、ケアハウス悠、笠間陽だまり館、ＮＰＯ法人がく
どうともべ、岡本興業（株）、みなみ学園児童クラブ、ケアハウスかさま、（株）ＤＣＬ、おしのべ保育園、
大成学園いなだこども園、赤沢三男、（有）伊藤石材工業、いわま保育園、手打ち甚兵衛そば柏屋、額
田義文、芳野工業（株）、更生保護女性会友部支部、柿橋団地きらくの会、匿名　
●日用品など　常陽ボランティア倶楽部、匿名　
●食品など　第一生命保険（株）、宮本くに、県立友部特別支援学校

ボランティア連絡協議会友部支部
￥50,000

青葉町長寿会 ￥24,416
ボランティアサークル　ナマステの会

￥20,000
川又　登志子 ￥100,000
飯田自動車㈲ ￥17,091

ＭＧＭ友部店 ￥11,250
バザー夢工房 ￥100,000
加藤　弘美 ￥10,000
生長の家茨城県教化部 白鳩会 ￥4,287
匿名 ￥420,982

令和２年７月豪雨災害
義援金 募集

令和２年
12月28日（月）

まで

募集期間

　令和２年７月の豪雨により被災された方々を支援するため義援金を募集しています。
　ご協力いただきました義援金は、各被災県の共同募金会を通じて、全額被災者に届けられます。

善意の寄附を「ありがとう!!」（善意銀行預託）

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所　TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所　TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

お問い合わせ先

令和２年３月１日～令和２年６月30日まで（順不同・敬称略）

場所

月

笠間支所
 [第2・4火曜日]

本　　所
 [第2・4水曜日]

岩間支所
 [第1・3木曜日]

社協笠間支所 地域福祉センターともべ
（旧友部社会福祉会館）

地域福祉センターいわま
（旧岩間保健センター）

９月 8日 22日 9日 23日 3日 17日

10月 13日 27日 14日 28日 1日 15日

11月 10日 24日 11日 25日 5日 19日

12月 8日 22日 9日 23日 3日 17日

（受付は15：30までにお願いします）

※法律相談は、事前に心配ごと相談へご相談ください。

笠間支所 本　　所 岩間支所
第３金曜日

10：00〜12：00
第１金曜日

10：00〜12：00
第２金曜日

10：00〜12：00

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所　TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所　TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

令和２年度　心配ごと相談所開設日程表
日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）

時間：13：00～16：00

法律相談

お問い合わせ先

物
　
　
品

金
　
　
銭

左から　雨谷高市支部長、小松﨑智史校長、
小菅栄子女性部長、小川福子手づくり会代表

8


